
 
５ 学校環境衛生 
 
（１）学校環境衛生の目的 

学校とは、環境からの影響を受けやすい発達段階の児童生徒等が、1日の多くの時
間を集団で過ごす場である。したがって、児童生徒等が学習活動等を行う際には、学
校の衛生環境が児童生徒等の健康及び学習能率等に大きな影響を及ぼすことがある。 
学校の環境を衛生的に保持し、必要に応じて改善を図るための環境衛生検査等の学

校環境衛生に係る保健管理活動の目的は、 
①  児童生徒等の健康を保護し、心身の発育発達を促し、健康の保持増進を図る 

   こと 
② 児童生徒等の学習能率の向上を図ること 
③ 児童生徒等の豊かな情操の陶冶を図ること 

である。 
その目的達成のために、教育委員会等の学校設置者及び教職員のそれぞれが重要な

役割を担っている。 
また、学校における必須の管理活動として行われる環境衛生活動の内容の中には、

児童生徒等の身近な環境教育として取り扱われる価値の高いものがある。児童生徒等
に環境を衛生的に保つことの重要性を認識させるきっかけとして、教育内容の一つと
して取り扱うことも考えられる。 

 
（２）学校環境衛生の法的根拠  

平成 19年 3月に中央教育審議会スポーツ･青少年分科会のもとに学校保健･安全部
会を設置し、平成 19年 5月から学校保健、食育･学校給食、学校安全に関する学校全
体としての取組体制及び家庭･地域との連携について等が審議された。平成 20 年 1
月 17日に「子どもの心身の健康を守り、安全･安心を確保するために学校全体として
の取組を進めるための方策について」（答申）がとりまとめられた。その中で、学校
において「学校環境衛生の基準」に基づいた定期検査は、必ずしも完全に実施されて
いない状況があり、子どもの適切な学習環境の確保を図るためには、定期検査の実施
と検査結果に基づいた維持管理や改善が求められており、完全に実施されていない要
因やその対策について十分検討した上で、ガイドラインとして示されている「学校環
境衛生の基準」の位置付けをより一層明確にするために法制度の整備を検討する必要
があることが示された。 
この答申を踏まえて平成 20年 6月の「学校保健法」から「学校保健安全法」への

改定では、第 6条第 1項において文部科学大臣が、学校における環境衛生に係る事項
について、児童生徒等及び教員の健康を保護する上で維持されることが望ましい基準
（以下「学校環境衛生基準」という。）を定めることとされた。また第 6条第 2項及
び第 3項では、学校の設置者及び校長の責務及び事後措置について明確化が図られた。 
平成 21年 3月には、「学校保健法施行規則」が「学校保健安全法」に改正され、「第

1章 環境衛生検査」の第 1条第 1項において定期的に行われるべき環境衛生検査は、
「学校環境衛生基準」に基づくものと規定され、検査項目の明確化が図られた。また、
第 1条第 2項及び第 2条においてそれぞれ臨時検査及び日常点検についての規定が示
された。  
なお、「学校保健法施行規則」第 22条の 3に示されていた事後措置については、上

述のように「学校保健安全法」において明確化されていることから削除されている。 
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「学校環境衛生基準」については、「学校保健法等の一部を改正する法律の公布につ
いて」（平成 20年 7月 9日付け 20文科ス第 522号）の通知に示されているように、
ガイドラインである「学校環境衛生の基準」の内容を踏まえつつ、各学校や地域の実
情に柔軟に対応しうるものとなるよう、内容の精査など必要な検討を行い、平成 21年
4月 1日に告示された。 

 
学校環境衛生活動の法的根拠 

 
（３）学校環境衛生活動の進め方 
  学校においては、児童生徒等及び職員の心身の健康の保持増進を図るため、環境衛生
検査について計画（以下「学校保健計画」という。）を策定し、これを実施しなければ
ならないとされている。環境衛生検査は、毎学年定期に、学校環境衛生基準に基づき行
われなければならないとされており、必要があるときは、臨時に、環境衛生検査を行う
ものとされている。校長は、学校環境衛生基準に照らし、学校の環境衛生に関し適正を
欠く事項があると認めた場合には、遅滞なく、その改善のため必要な措置を講じ、又は
当該措置を講ずることができないときは、当該学校の設置者に対し、その旨を申し出る
ものとされている。 
また、学校においては、環境衛生検査のほか、日常的な点検を行い、環境維持又は改

善を図らなければならないとされている。 
 

学校における適切な環境の維持及び改善

学校保健安全法 
第 6条第 2項、3項 

学校保健安全法 
第 6条第 1項 

学校環境衛生基準

定期検査 臨時検査 日常検査

学校保健安全法 
施行規則第 1条 

衛生検査学校保健計画

学校保健安全法 
施行規則第 2条 

学校保健安全法
第 5条 
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  このことは、学校環境衛生活動と呼ばれており、その進め方は下記のとおりである。 

 
 

前年度の定期・臨時検査
及び日常点検の結果 

環境衛生に
関する情報 

学校医、学校薬剤師等か
らの情報 

教員の教育活動中校内
巡視等から得る情報 

児童生徒等からの情報 

地域の環境衛生の実態 

学校医、学校薬剤師等 
の助言・協力 学校保健計画の作成 

いつ 
何を 

（円滑な実施・促進） 

定期・臨時検査 日常点検 すべての教職員 

まとめる 

検 討 

資料の作成 

（事後措置） 

環境衛生の維持・改善 

実 施 

学校医、学校薬剤師
等の助言・協力 

記録 評 価 

収集 
整理 
活用 

学校保健委員会 

（結果） （結果） 

学校保健委員会 

教育活動に活用

学校環境衛生活動の進め方

 改 善 

計 画 
(Plan) 

実 施 
(Do) 

結 果 

評 価 
(Check) 

改 善 
(Action) 
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（４） 学校環境衛生活動の内容 
① 学校保健計画 
学校は、環境衛生検査について計画を策定し、これを実施しなければならないとさ

れている。そのためには、地域や各学校の実情に応じた適切な学校保健計画の立案が
必要である。学校の学校環境衛生活動の1年間について、下記に一例をあげる。 

学校環境衛生活動の一年間（例） 
月 活動内容（主に定期検査） 

 4月 
~ 

 6月 

・ 学校保健計画の確認及び修正 
・ 机、いすの高さ、黒板面の色彩の検査 
・ 照度、まぶしさ、騒音レベルの検査 
・ 飲料水等の水質及び施設・設備の検査 
・ 水泳プールの水質及び施設・設備の衛生状態の検査 
・ 雑用水の水質及び施設・設備の検査 

 7月 
~ 

 9月 

・ 換気、温度、相対湿度、浮遊粉じん、気流、一酸化炭素及び二酸化窒素 
の検査 

・ ネズミ、衛生害虫等の検査 
・ 水泳プールの水質の検査 
・ 大掃除の実施の検査 
・ 揮発性有機化合物の検査 
・ ダニ又はダニアレルゲンの検査 

10月 
~ 

12月 

・ 照度、まぶしさ、騒音レベルの検査 
・ 雑用水の水質及び施設・設備の検査 
・ 大掃除の実施の検査 

 1月 
~ 

 3月 

・ 換気、温度、相対湿度、浮遊粉じん、気流、一酸化炭素及び二酸化窒素 
の検査 

・ 大掃除の実施の検査 
・ 雨水の排水溝等、排水の施設・設備の検査 
・ 学校保健委員会（定期検査の報告及び評価） 
・ 学校保健計画案の作成（学校環境衛生活動に関する計画立案） 

② 定期検査 
定期検査は、それぞれの検査項目についてその実態を客観的、科学的な方法で定

期的に把握し、その結果に基づいて環境の維持及び改善に必要な措置を講じるため
に行われるものである。また、日常点検の重点項目の決定等に役立てることが大切
である。 
実施すべき検査項目の内容によっては、学校薬剤師が直接その検査に当たること

が適切であるものと、学校薬剤師の指導によって公衆衛生関係の検査機関に検査を
依頼することが適切なものとがある。また、学校薬剤師の指導・助言の下に教職員
が直接、検査に当たる場合もある。学校薬剤師と学校薬剤師以外の役割の分担は、
学校や地域の実情によって異なる。定期の環境衛生検査は、学校保健計画に位置付
けられ、校長の責任の下に実施するものであるから、いつ、誰が実施するのか明ら
かにすることが必要である。 
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③ 日常点検 
日常点検は、それぞれの検査項目について毎授業日に教職員が実施することによ

り、環境衛生を維持し、問題点があれば速やかに改善を図るためのものである。ま
た、それらの結果に基づいて定期検査の効果的な実施に役立てるようにする。その
ためには、記録を残すように努めることが必要である。 
日常点検は、校務分掌等に基づいて点検すべき事項について授業開始前や授業中、

又は授業終了時等の適切なときに、主として感覚的に点検し、必要に応じて速やか
に改善を図るために行われる。その際、教職員の役割を明確にして実施する必要が
ある。 
④ 臨時検査 
臨時検査は、下記に示すような場合に、必要な検査項目を定めて検査するもので

ある。 
ア 感染症又は食中毒の発生のおそれがあり、また、発生したとき。 
イ  風水害等により環境が不潔になり又は汚染され、感染症の発生のおそれがあ 

るとき。 
ウ  新築、改築、改修等及び机、いす、コンピュータ等新たな学校用備品の搬入 

等により揮発性有機化合物の発生のおそれがあるとき。 
エ  その他必要なとき。 
また、臨時検査は、定期に行う検査に準じた方法で行う必要がある。 

⑤ 学校環境衛生活動の組織化 
学校環境衛生活動は、校長の責任の下に学校のすべての教職員（非常勤職員であ

る学校医、学校薬剤師を含む。）が、それぞれの職務の特性を生かし、学校分掌等
により役割を明確にし、学校経営の中で計画的にこれを進めなければならない。 
すなわち学校環境衛生活動は、 
第 1には、「環境衛生に関する情報を収集すること」である。 
第 2 には、その情報を整理し、その結果に基づいて「環境衛生活動に関して基本
的な計画（以下では「環境衛生活動基本計画」という。）を作成すること」で
ある。 
また、その要点は、学校保健計画に明確に示しておくことである。 

第 3 には、環境衛生活動基本計画に基づいて「定期検査及び日常点検の環境衛生
活動に関する実施計画を作成すること」である。 

第 4 には、「立案された実施計画に基づいて定期検査及び日常点検を実施するこ
と」である。 

第 5 には、「定期検査及び日常点検の結果を記録、保管及びまとめること」であ
る。 

第 6には、「第 5の検査、点検の結果に基づいて事後措置を講じること」である。 
第 7には、「これらの第 1から第 6までのすべてについて評価を行い、その要点
を記録すること」である。 

第 8には、「評価を次の計画に生かすこと」である。 
これらの学校環境衛生活動を円滑に進めるために大切なことは、校長をはじめと

してすべての教職員が、「学校環境衛生活動が児童生徒等にとって必要かつ欠かせ
ない活動である」との共通認識をもつことである。 
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「学校環境衛生基準」に示される定期検査、日常点検及び臨時検査の概略 
 
 
 
 
 

 
 

（５） 学校環境衛生基準の項目 
 学校環境衛生基準（文部科学省告示第六十号）に準ずる【別添資料】 
 
参考資料 

  「改訂版」学校環境衛生管理マニュアル 
    http://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/1292482.htm 
 
 

学校環境衛生活動 

日常点検 定期検査 臨時検査

 
換気 
温度 
明るさとまぶしさ 
騒音 
 
飲料水の水質 
雑用水の水質 
飲料水等の施設・設備 
 
学校の清潔 
ネズミ、衛生害虫等 
 
プール水等 
附属施設・設備等 

○ 教室等の環境 
・ 換気及び保温等 
・ 採光及び照明 
・ 騒音 
 

○ 飲料水等の水質及び施設・設備 
・ 水質 
・ 施設・設備 
 

○ 学校の清潔、ネズミ、衛生害虫等及
び教室等の備品の管理 
・ 学校の清潔 
・ ネズミ、衛生害虫等 
・ 教室等の備品の管理 
 

○ 水泳プール 
・ 水質 
・ 施設・設備の衛生状態 

 
必
要
が
あ
る
と
き
必
要
な
検
査
項
目
 

事 後 措 置 

点検項目 検査項目 
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